


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２００５年８月１５日
　　　新聞社、

担当記者さま、

　　　　　　片瀬海岸への米軍ヘリ不時着事故にあたり米軍厚木基地司令官宛に提出した
要請に関する現状ご報告

本８月１５日、６０年目の敗戦の日にあたり戦争の犠牲となられた全ての方々のご冥福を心より
お祈り致しております。
去る８月３日に私共のグループが掲題要請を米軍厚木基地司令官宛に提出したことをお知しましたが、
本日厚木基地に対し同要請への回答又は現状報告を文書にて頂けないか電話にて申入れをしました。

其れに対し、厚木基地の清水渉外部長より文書が出せないのは大変申し訳ないがとの言葉と共に電話による会話の中で下記説明がありましたので記者の皆さまへご報告させて頂きます。
1． 先ず了解しておいて欲しい事は不時着したヘリは横須賀の第七艦隊所属であるので、自分達（厚木基地）が直轄しているのでなく又指揮部隊でもない。

2． 今回の事故に関しては自治体、県、国と云うか防衛施設庁からも皆さん（「平和の白いリボン行動・
藤沢」）の要請と殆ど同内容の要請を受けているが、厚木基地は単なる窓口であり、頂いた要請等は

全て第七艦隊へ渡してある。
3． 上記の皆々様より頂いた要請に関する現状は、事故再発予防策は既に米軍責任部署より日本政府に
説明済みである。

4． 要請されたその他の事項に関しては今後も日本政府と話し合う事になる。
５．本件に関する情報開示は日本政府経由となると思う。

5． 厚木基地司令官に要請を頂いた方々に対する回答、又はプレスの方々への公表を自分達からする様に
との指示がある場合も其れは常に大変遅く来るが、そのような指示が来た場合には直ぐにご連絡する。

以上の様な説明が有りました事をお知らせし、私共の提出した掲題要請に関する現状のご報告とさせて
頂き、又今後私共へ直接回答が来ました場合には直ちにお知らせ致します。

今後とも宜しくお願い申し上げます。





　　　　　　　　「平和の白いリボン行動・藤沢」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　 代表： 浮田久子
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